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朗
‥
却
叩
に
お
け
る
淋
示
己
心
 
 

E
 
「
雲
」
 
の
朗
詠
を
め
ぐ
っ
て
」
 
 青

 
柳
 
 
隆
 
志
 
 

『
平
家
物
語
L
巻
六
「
祇
園
女
御
」
 
（
邦
綱
之
沙
汰
）
 
に
は
、
清
盛
の
死
に
 
 

引
き
続
く
、
五
条
大
納
言
藤
原
邦
綱
の
死
去
と
、
そ
の
生
前
の
逸
話
か
載
る
。
 
 

「
進
士
雑
色
出
世
詳
（
火
災
・
神
楽
）
」
 
「
遠
祖
山
蔭
中
納
言
辞
」
 
「
母
の
霊
 
 

夢
辞
」
等
が
そ
れ
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
う
ち
、
彼
の
才
気
を
示
す
話
と
し
て
 
 

特
に
注
意
さ
れ
る
の
が
、
次
の
一
条
で
あ
る
。
 
 
 

○
治
承
四
年
の
五
節
は
福
原
に
て
お
こ
な
は
れ
け
る
に
、
殿
上
人
、
中
宮
の
 
 

御
方
へ
推
参
あ
ツ
し
が
、
或
雲
客
の
 
「
竹
湘
浦
に
斑
な
り
」
と
い
ふ
餌
詠
 
 

を
せ
ら
れ
た
り
け
れ
ば
、
此
大
納
言
立
間
し
て
、
「
あ
な
あ
さ
ま
し
、
是
 
 

は
禁
忌
と
こ
そ
承
は
れ
。
か
～
る
事
き
く
と
も
き
か
じ
」
と
て
、
ぬ
き
あ
 
 

し
し
て
に
げ
出
ら
れ
ぬ
。
た
と
へ
ば
、
こ
の
朗
詠
の
心
は
、
昔
尭
の
帝
に
 
 

二
人
の
姫
宮
ま
し
く
き
。
姉
を
ば
蛾
黄
と
い
ひ
、
妹
を
ば
女
其
と
い
ふ
。
 
 

と
も
に
舜
の
御
門
の
后
な
り
。
舜
の
御
門
か
く
れ
給
ひ
て
、
彼
蒼
梧
の
野
 
 

ぺ
へ
を
く
り
た
て
ま
つ
り
、
煙
と
な
し
奉
る
時
、
二
人
の
喜
さ
き
名
残
を
 
 

お
し
み
奉
り
、
甜
浦
と
い
ふ
所
ま
で
し
た
ひ
つ
1
な
き
か
な
し
み
拾
ひ
し
 
 

に
、
そ
の
涙
岸
の
竹
に
か
1
ツ
て
、
ま
だ
ら
に
ぞ
そ
み
た
り
け
る
。
其
後
 
 

も
つ
ね
は
彼
所
に
を
は
し
て
、
蕃
を
ひ
い
て
な
ぐ
さ
み
給
へ
り
。
今
か
の
 
 

所
を
見
る
な
れ
ば
、
岸
の
竹
は
斑
に
て
た
て
り
。
琴
を
調
べ
し
跡
に
は
雲
 
 

た
な
び
い
て
、
物
あ
は
れ
な
る
心
を
、
楕
相
公
の
賦
に
作
れ
る
な
り
。
此
 
 

大
納
言
は
、
さ
せ
る
文
才
詩
歌
う
る
は
し
う
は
を
は
せ
ぎ
り
し
か
共
、
か
 
 

ゝ
る
さ
か
ぐ
し
き
人
に
て
、
か
や
う
の
革
ま
で
も
聞
と
が
め
ら
れ
け
る
 
 

に
こ
そ
。
 
 

（
「
寛
一
本
平
家
物
語
」
祇
園
女
御
）
 
 
 

こ
の
逸
話
は
、
F
平
家
j
の
多
く
の
諸
本
に
ほ
ぼ
同
一
の
形
で
載
せ
ら
れ
T
）
、
 
 

頗
る
人
口
に
胸
先
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
藤
原
邦
細
（
一
一
二
一
～
一
一
 
 

八
一
）
は
、
長
承
四
年
（
一
一
三
五
）
に
文
章
生
と
な
っ
て
い
る
の
で
互
、
漢
 
 

学
の
知
識
は
も
と
よ
り
充
分
に
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
 
 

か
し
、
朗
詠
の
断
章
を
聞
く
な
り
、
直
ち
に
こ
れ
を
「
禁
忌
」
と
断
じ
て
、
一
 
 

人
そ
の
場
を
立
ち
去
っ
た
邦
網
の
態
度
は
、
決
し
て
凡
庸
な
人
物
の
そ
れ
で
は
 
 

な
い
。
「
さ
せ
る
文
才
詩
歌
う
る
は
し
う
は
を
は
せ
ざ
り
」
と
辞
さ
れ
な
が
ら
 
 

も
、
こ
の
果
断
の
あ
る
こ
と
は
、
清
盛
の
右
腕
と
し
て
大
い
に
実
務
的
能
力
を
 
 

発
揮
し
た
邦
細
の
才
覚
の
片
鱗
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
興
味
深
い
。
 
 
 

文
中
に
見
え
る
如
く
、
こ
の
朗
詠
は
治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）
、
都
連
先
の
 
 

福
原
で
行
わ
れ
た
五
節
中
宮
淵
酔
に
お
け
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
当
時
、
蔵
 
 

人
頭
左
中
井
と
し
て
新
都
に
赴
い
て
い
た
吉
田
経
房
（
三
十
九
歳
）
は
こ
の
折
 
 

の
詳
細
な
記
録
を
残
し
て
い
る
が
｛
モ
モ
れ
に
よ
れ
ば
、
同
年
十
一
月
十
七
日
 
 

（
乙
丑
）
 
に
五
節
参
入
が
あ
り
、
翌
十
八
日
（
丙
寅
）
 
に
寅
日
殿
上
淵
酔
・
御
 
 

前
試
、
十
九
日
（
丁
卯
）
 
に
童
女
御
覧
・
殿
上
、
中
宮
淵
酔
、
二
十
日
（
戊
辰
）
 
 

に
豊
明
節
会
と
、
五
節
の
儀
式
が
遺
漏
な
く
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
さ
ま
は
都
 
 

に
お
け
る
盛
儀
に
決
し
て
劣
る
も
の
で
は
な
い
了
）
。
特
に
淵
酔
の
席
上
に
お
い
 
 

て
殿
上
人
等
の
披
露
す
る
芸
能
は
例
年
に
も
ま
し
て
多
彩
で
あ
り
、
経
房
も
、
 
 

「
侍
臣
等
乱
遊
殆
超
近
年
」
 
（
十
九
日
条
）
と
注
す
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
 
 
 

○
十
八
日
両
賞
。
天
晴
。
今
日
殿
上
淵
酔
也
…
…
次
一
献
、
勧
盃
 
（
菅
原
）
 
 

在
高
…
…
二
献
（
源
）
兼
時
…
…
有
小
饗
応
。
及
両
三
献
、
兼
時
献
朗
詠
。
 
 

次
依
雲
客
等
命
、
蔵
人
佐
（
藤
原
光
長
）
出
之
。
吹
雪
客
等
詠
之
。
次
今
 
 

様
。
次
万
歳
楽
。
先
是
預
巳
下
祖
鳩
簡
頭
鳩
左
、
予
又
同
前
、
依
加
所
方
也
。
夢
鳩
去
、
 
 

威
又
葡
右
乱
舞
畢
。
阿
昔
。
廻
五
節
所
 
（
下
略
）
。
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○
十
九
日
丁
卯
。
天
性
。
今
日
五
節
童
女
御
覧
也
…
…
（
藤
原
）
泰
通
朝
臣
 
 

巳
下
雲
客
十
許
着
座
、
次
一
献
、
非
蔵
人
 
（
菅
原
）
在
高
。
次
朗
詠
（
藤
 
 

原
）
陸
房
朝
臣
出
之
蔵
人
少
書
（
事
席
）
頼
経
＿
在
座
不
出
毛
人
々
不
相
触
欺
次
二
献
蔵
 
 

人
兼
時
…
…
次
今
様
右
兵
衛
権
佐
盛
走
出
之
。
兼
時
猶
預
小
饗
応
、
勧
一
 
 

両
献
之
後
巡
行
、
次
万
歳
楽
、
乱
舞
、
廻
五
節
所
如
昨
日
。
…
…
次
蕗
大
 
 

納
言
童
女
参
上
、
左
少
将
公
守
朝
臣
扶
持
之
…
…
次
因
鰻
重
女
参
上
。
右
 
 

衛
門
佐
隆
雅
扶
持
之
…
…
次
召
脂
塙
、
次
被
取
扇
御
覧
、
了
退
下
。
次
人
 
 

々
参
中
宮
御
方
、
依
有
淵
酔
也
。
以
西
卯
酉
廊
南
弘
庇
、
姐
殿
上
、
束
座
 
 

上
有
打
出
紅
梅
匂
柵
公
卿
、
左
大
将
（
藤
原
実
定
）
、
大
夫
（
平
）
特
恵
、
権
 
 

大
夫
（
事
原
）
実
家
・
着
虹
推
考
但
不
出
之
権
亮
ヰ
規
井
両
貫
首
巳
下
妻
客
等
参
進
。
 
 

次
居
着
物
公
■
前
有
事
長
次
居
交
菓
子
二
蓋
次
渚
大
夫
持
来
居
殿
上
人
前
、
而
先
可
居
公
｛
 
 

座
欺
。
然
而
i
人
五
仕
可
視
欺
之
由
、
冬
青
沙
汰
。
伍
次
之
一
重
持
檜
。
主
人
五
佐
里
居
公
＿
座
前
、
未
知
 
 

可
否
次
一
献
亮
通
盛
朝
臣
諸
大
夫
取
痛
手
二
献
権
亮
（
源
通
親
）
。
右
衛
門
権
 
 

佐
睦
雅
取
瓶
子
、
被
捉
大
将
相
公
、
猶
及
一
両
献
。
次
担
視
勧
壬
人
先
担
也
 
 

次
朗
詠
。
（
藤
原
）
泰
通
朝
臣
詠
（
作
）
之
及
数
反
。
左
大
将
（
藤
原
実
 
 

定
）
、
権
大
夫
（
藤
原
実
家
）
同
被
詠
之
。
次
三
献
。
勧
盃
棒
大
夫
蓋
紐
 
 

襟
帯
蠍
権
大
進
光
綱
取
瓶
子
。
楢
朗
詠
・
今
様
。
（
藤
原
）
隆
房
朝
臣
。
 
 

次
又
万
歳
楽
・
乱
舞
。
卿
相
等
乗
興
。
侍
臣
等
乱
遊
殆
超
近
年
。
白
拍
子
 
 

之
次
献
櫛
。
両
貫
首
強
亜
不
可
献
、
依
衆
議
献
之
。
次
雲
客
推
参
八
集
殿
、
 
 

次
今
様
・
朗
詠
・
乱
舞
、
事
畢
分
散
（
下
略
）
。
 
 
 

○
廿
日
戊
辰
。
天
晴
…
…
一
献
以
後
舞
姫
等
漸
可
昇
…
…
舞
姫
各
昇
了
之
複
、
 
 

（
F
書
記
J
）
 
 
 

芸
者
乱
舞
（
下
略
）
。
 
 

当
該
の
朗
詠
は
十
一
月
十
九
日
、
殿
上
の
淵
酔
・
童
女
御
覧
に
引
き
続
い
て
 
 

高
倉
上
皇
（
二
十
歳
、
同
年
二
月
t
一
十
一
日
譲
位
）
 
の
中
宮
平
徳
子
（
二
十
四
 
 

歳
）
 
の
御
方
で
の
淵
酔
に
お
い
て
、
公
卿
■
雲
客
の
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
 
 

の
時
出
座
の
公
卿
は
、
 
 

正
二
位
大
納
言
左
大
将
藤
原
実
定
（
四
十
二
歳
）
 
 

正
二
位
権
中
納
言
左
衝
門
督
別
当
中
宮
大
夫
平
時
忠
（
五
十
一
歳
）
 
 

正
三
位
権
中
納
言
右
衛
門
骨
中
宮
棒
大
夫
藤
原
実
家
（
三
十
」
ハ
歳
）
 
 

正
四
位
下
参
議
左
中
将
中
宮
輯
亮
源
通
親
（
三
十
二
歳
）
 
 

の
四
名
で
あ
り
、
貫
首
（
蔵
人
頭
）
以
下
の
雲
客
（
殿
上
人
）
 
に
は
、
 
 

正
四
位
下
蔵
人
頭
前
春
宮
亮
平
重
衡
（
二
十
四
歳
）
 
 

正
四
位
下
煮
人
頭
左
中
井
吉
田
経
房
（
三
十
九
歳
）
 
 

正
四
位
下
左
中
将
兼
美
作
介
藤
原
泰
通
（
三
十
四
歳
）
 
 

正
四
位
下
右
中
将
藤
原
陸
岸
（
三
十
t
ニ
鏡
）
 
 

等
が
あ
っ
た
。
F
書
記
k
 
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
勧
盃
二
巡
の
後
、
ま
ず
藤
原
泰
 
 

通
が
敦
度
の
朗
詠
を
し
、
こ
れ
に
呼
応
し
て
、
藤
原
菓
定
・
藤
原
実
家
の
両
卿
 
 

が
餌
詠
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
三
巡
の
後
、
藤
原
牲
扇
が
朗
詠
・
今
様
を
披
 
 

露
し
て
い
る
。
こ
の
時
行
わ
れ
た
朗
詠
の
詞
章
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
が
、
他
 
 

の
殿
上
淵
酔
の
例
か
ら
推
し
て
も
各
種
の
朗
詠
曲
が
歌
わ
れ
た
こ
と
が
推
測
さ
 
 

れ
、
そ
の
曲
目
の
範
囲
は
ご
く
広
い
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
｛
言
前
大
 
 

納
言
藤
原
邦
鯛
（
五
十
九
歳
）
が
立
ち
聞
善
し
た
と
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
時
行
 
 

わ
れ
た
朗
詠
の
う
ち
の
〓
節
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
 
 
 

こ
の
朗
詠
は
F
和
典
朗
詠
集
』
下
の
 
「
雲
」
部
の
冒
頭
（
大
系
本
四
〇
三
番
）
 
 

に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
 
 

竹
斑
湘
浦
 
雲
凝
故
宏
之
跡
 
鳳
去
案
台
 
月
老
吹
篇
之
地
愁
臓
 
 
 

同
句
は
、
唐
人
張
読
の
 
「
愁
臆
」
を
典
拠
と
す
る
も
の
と
さ
れ
る
互
。
但
し
 
 

張
読
及
び
そ
の
作
品
（
 
「
愁
賦
」
 
「
閑
賦
」
 
）
 
に
つ
い
て
は
 
「
全
唐
文
」
 
に
も
 
 

言
及
が
な
く
、
そ
の
当
否
は
判
然
と
し
な
い
が
、
少
な
く
と
も
「
平
家
物
語
』
 
 

の
い
う
「
橘
相
公
（
参
議
左
大
井
橘
広
相
、
八
三
八
～
八
九
〇
）
 
の
拭
」
と
の
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説
を
裏
付
け
る
証
拠
は
存
在
し
な
い
三
。
 
 
 

右
の
句
の
う
ち
、
そ
の
前
半
の
内
容
は
、
本
文
中
の
 
「
た
と
へ
ば
、
こ
の
朗
 
 

詠
の
心
は
」
以
下
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
『
博
物
志
』
 
に
見
え
る
逸
話
 
 

で
了
】
、
本
朝
で
は
他
に
も
「
唐
鏡
』
 
『
唐
物
語
』
 
F
親
古
事
談
』
 
F
宝
物
集
－
 
 

お
よ
ぴ
「
和
漢
朗
詠
集
』
の
譜
注
に
引
か
れ
る
著
名
な
も
の
で
あ
る
。
舜
の
二
 
 

后
（
蛾
皇
■
女
莫
）
が
、
夫
の
死
を
悼
ん
で
流
し
た
涙
に
よ
っ
て
、
舜
を
葬
っ
 
 

た
湘
浦
の
地
の
竹
が
斑
と
な
り
、
そ
し
て
二
后
か
蕾
を
強
い
て
い
た
地
に
は
宰
 
 

だ
け
が
た
な
び
い
て
い
る
と
い
っ
た
こ
の
句
の
内
容
は
、
後
半
の
「
青
史
」
 
の
 
 

逸
話
（
9
）
と
も
相
保
っ
て
、
ま
こ
と
に
「
愁
」
賦
の
称
に
相
応
し
い
も
の
で
あ
る
。
 
 

ま
た
、
こ
の
朗
詠
が
、
他
な
ら
ぬ
中
宮
の
御
方
で
行
わ
れ
た
と
さ
れ
る
点
は
重
 
 

要
で
あ
り
、
F
源
平
盛
衰
記
』
が
「
后
ノ
御
前
ニ
テ
ハ
ス
マ
ジ
キ
朗
詠
也
」
と
 
 

す
る
如
く
、
院
の
后
た
る
中
宮
徳
子
に
と
っ
て
、
右
の
物
言
い
は
ま
さ
し
く
不
 
 

吉
き
わ
ま
り
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
事
実
、
そ
の
僅
か
t
一
ケ
月
後
の
養
 
 

和
元
年
一
月
十
四
日
、
高
倉
上
皇
は
二
十
一
歳
の
短
い
生
涯
を
終
え
る
こ
と
に
 
 

な
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
朗
詠
を
歌
っ
た
と
さ
れ
る
藤
原
奉
通
 
（
藤
原
伊
通
の
孫
、
一
一
四
七
～
 
 

一
二
一
〇
）
 
や
、
藤
原
尭
定
二
一
三
九
～
一
一
九
一
）
、
実
家
（
一
一
四
五
 
 

～
一
一
九
三
）
 
の
兄
弟
、
藤
原
隆
房
（
一
一
四
八
～
一
二
〇
九
）
ら
は
、
い
ず
 
 

れ
も
音
曲
に
通
暁
し
た
一
流
の
人
士
で
あ
り
、
朗
詠
の
実
演
例
も
豊
富
に
持
つ
 
 

ベ
テ
ラ
ン
で
あ
る
垂
。
従
っ
て
朗
詠
の
歌
わ
れ
る
場
や
、
歌
詞
に
対
す
る
意
載
 
 

も
充
分
に
持
っ
て
い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
如
何
に
酒
席
と
は
言
え
、
こ
の
よ
 
 

う
な
不
用
意
な
朗
詠
が
、
実
際
に
行
わ
れ
た
も
の
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い
。
 
 

同
句
は
各
種
の
 
「
朗
詠
諸
本
」
 
に
も
見
え
ず
、
少
な
く
と
も
源
・
藤
原
両
家
伝
 
 

来
の
実
演
曲
で
な
か
っ
た
こ
と
ば
確
か
で
あ
る
が
、
も
し
例
え
こ
れ
が
創
作
で
 
 

あ
る
と
し
て
も
、
朗
詠
の
墳
と
朗
詠
句
の
適
合
と
い
う
テ
ー
マ
を
考
え
て
ゆ
く
 
 

場
合
、
こ
の
逸
話
は
得
難
い
情
報
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

そ
の
意
味
に
お
い
て
、
こ
こ
で
最
も
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、
邦
網
の
次
 
 

の
発
言
で
あ
る
。
 
 

あ
な
あ
さ
ま
し
、
是
は
禁
忌
と
こ
そ
承
は
れ
。
か
ゝ
る
事
書
く
と
も
善
か
 
 

h
レ
8
 
 
 

問
題
は
、
「
是
は
禁
忌
と
こ
そ
承
は
れ
」
と
い
う
部
分
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
 
 

邦
綱
は
こ
の
句
の
内
容
を
知
っ
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
が
朗
詠
曲
と
し
て
 
 

「
禁
忌
」
玉
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
承
知
し
て
い
た
と
 
 

い
う
こ
と
に
な
る
。
 
 
 

そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
「
禁
忌
」
 
の
曲
と
い
う
も
の
は
、
実
際
の
朗
詠
曲
 
 

の
中
に
も
存
在
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
も
し
存
在
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
ど
 
 

の
よ
う
な
点
に
お
い
て
 
「
禁
忌
」
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
何
故
そ
の
よ
 
 

う
な
曲
か
朗
詠
曲
と
し
て
存
在
し
得
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
 
 

こ
の
「
竹
斑
湘
浦
」
と
い
う
朗
詠
の
お
か
れ
る
位
置
を
確
か
め
る
上
で
、
是
非
 
 

問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
ろ
う
。
以
下
、
こ
の
こ
と
を
考
え
る
。
 
 

二
 
 
 

「
朗
詠
譜
本
」
 
に
採
ら
れ
、
演
奏
さ
れ
た
こ
と
が
確
実
な
朗
詠
曲
は
、
現
在
 
 

判
明
し
て
い
る
限
り
で
山
九
五
曲
に
の
ぽ
る
。
藤
原
師
長
（
T
一
三
八
～
一
山
 
 

九
二
）
が
集
成
し
た
朗
詠
曲
は
「
二
百
十
首
」
と
言
わ
れ
て
お
り
、
平
安
朝
の
 
 

末
期
に
は
相
当
数
の
朗
詠
曲
が
乗
鞍
に
歌
わ
れ
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
 
 
 

こ
れ
ら
の
曲
は
、
季
節
・
場
所
・
場
面
に
応
じ
て
分
類
さ
れ
、
そ
の
場
に
最
 
 

も
適
し
た
曲
を
朗
詠
し
得
る
よ
う
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
た
。
漁
家
お
よ
び
藤
家
 
 

の
「
九
十
首
」
の
集
成
は
そ
の
一
端
で
あ
る
。
 
 
 

し
か
し
な
が
ら
、
多
く
の
曲
の
中
に
は
、
あ
る
場
面
に
は
適
合
し
て
も
、
そ
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の
他
の
場
所
で
の
朗
詠
に
は
適
さ
な
い
も
の
が
存
在
す
る
。
と
り
わ
け
、
皇
室
 
 

に
関
連
す
る
場
所
・
場
面
に
つ
い
て
は
、
特
に
こ
う
し
た
点
に
注
意
が
必
要
と
 
 

さ
れ
た
如
く
で
あ
る
。
現
存
最
古
の
朗
詠
譜
本
で
あ
る
『
朗
詠
要
抄
 
関
空
 
 

本
」
（
柑
）
 
（
一
二
六
五
年
増
補
）
に
、
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。
 
 
 

①
・
述
懐
 
 
笥
此
ノ
詩
ハ
割
叫
副
ア
リ
心
中
へ
シ
 
 

シ
ヨ
ウ
デ
ン
ハ
コ
レ
シ
ヤ
ウ
ク
禾
イ
ノ
エ
ラ
ヒ
ナ
リ
・
シ
ョ
ク
コ
ツ
モ
テ
 
 

ホ
ウ
ラ
イ
ノ
雲
ヲ
フ
ム
ヘ
カ
ラ
ス
・
尚
書
ハ
マ
タ
テ
ン
カ
ノ
ノ
ソ
ミ
ナ
リ
 
 
 

・
ヨ
ウ
サ
イ
モ
チ
タ
イ
カ
ク
ノ
月
ヲ
ヨ
ヅ
ヘ
カ
ラ
ス
 
（
三
七
番
）
 
 
 

右
の
句
は
、
「
和
漢
朗
詠
集
』
巻
下
、
述
懐
（
大
系
本
七
五
八
蕃
）
 
に
見
え
 
 

る
も
の
で
あ
る
。
 
 

昇
殿
是
象
外
之
達
也
 
俗
骨
不
可
以
踏
蓬
莱
之
雲
 
尚
書
亦
天
下
之
望
也
 
 

庸
才
不
可
以
架
台
閤
之
月
 
直
幹
 
 
 

こ
れ
は
、
天
暦
八
年
（
九
五
四
）
八
月
九
日
、
当
時
文
章
博
士
の
楕
直
幹
が
、
 
 

民
部
大
輔
の
兼
官
を
得
る
ペ
く
、
村
上
天
皇
（
二
十
九
歳
）
に
奉
っ
た
申
文
の
 
 

一
節
で
あ
る
。
そ
の
全
文
は
「
本
朝
文
枠
』
八
日
｝
巻
六
、
婁
状
中
に
「
詰
被
特
棄
 
 

天
恩
兼
任
民
部
大
輔
閉
状
」
と
し
て
載
る
っ
 
 
 

こ
の
申
文
は
、
r
江
談
抄
』
巻
六
（
H
）
に
「
件
申
文
、
天
暦
帝
、
令
置
御
着
机
 
 

給
云
々
」
と
あ
る
如
く
、
帝
の
御
感
に
入
っ
て
そ
の
座
右
に
置
か
れ
た
と
さ
れ
 
 

る
著
名
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
一
方
、
『
十
訓
抄
」
（
・
さ
）
に
は
、
 
 

と
い
う
逸
話
も
見
え
る
。
つ
ま
り
こ
の
申
文
は
帝
の
逆
鱗
に
触
れ
た
と
い
う
伝
 
 

説
を
も
有
す
る
の
で
あ
る
｛
雫
 
「
禁
中
此
ノ
詩
ハ
キ
ン
キ
ア
リ
」
と
い
う
注
記
 
 

上 
（ 

上 
帝 

御 

村）覧ぜられけるに、   

懸 
）  

誠運命 御到倒封u．別引潮引 
。  

の
背
景
の
一
つ
と
し
て
、
ま
ず
こ
う
し
た
由
来
の
影
♯
を
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
 
 

う
｛
H
）
ロ
 
 
 

こ
の
句
の
内
容
は
、
「
蓬
莱
の
雲
」
た
る
殿
上
に
昇
殿
し
得
る
者
は
選
ば
れ
 
 

た
看
で
あ
り
、
ま
た
「
尚
書
」
 
（
弁
官
）
た
る
者
は
凡
才
で
は
勤
ま
ら
な
い
、
 
 

と
い
う
謙
遜
の
情
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
直
斡
は
こ
の
句
に
続
い
て
、
 
 

至
干
民
部
之
輔
、
専
非
温
潤
之
地
、
即
是
恒
例
之
兼
官
也
。
誰
為
過
分
之
 
 

栄
確
乎
。
 
 

（
 
F
本
朝
文
枠
』
巷
六
）
 
 

と
記
し
て
、
自
ら
の
抱
く
望
み
が
そ
の
よ
う
な
分
不
相
応
の
も
の
で
な
く
、
如
 
 

何
に
さ
さ
や
か
な
も
の
に
過
ぎ
な
い
か
を
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
右
の
句
は
、
 
 

そ
の
た
め
に
引
き
合
い
に
出
さ
れ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
句
が
禁
中
で
「
禁
忌
」
と
な
る
理
由
と
し
て
は
、
官
職
の
任
免
権
着
で
 
 

あ
る
天
皇
に
対
す
る
博
り
が
想
定
さ
れ
よ
う
。
同
句
は
前
述
の
如
く
、
自
ら
の
 
 

器
量
で
は
高
位
高
官
は
望
む
ぺ
く
も
な
い
、
と
い
う
前
提
で
述
べ
ら
れ
た
も
の
 
 

で
あ
り
、
天
皇
の
臣
下
登
用
の
あ
り
よ
う
を
誹
諾
す
る
も
の
で
は
決
し
て
な
い
。
 
 

し
か
し
、
こ
の
句
に
は
や
は
り
、
『
十
訓
抄
』
 
で
、
帝
の
不
興
を
買
っ
た
と
さ
 
 

れ
る
「
人
に
依
り
て
事
異
な
る
、
偏
頗
に
似
た
り
」
な
ど
と
同
様
に
、
自
ら
の
 
 

不
遇
を
、
天
皇
の
所
為
と
し
て
あ
て
こ
す
っ
た
も
の
と
受
け
取
ら
れ
る
危
険
性
 
 

が
常
に
つ
き
ま
と
う
。
臣
下
と
し
て
、
帝
の
専
管
事
項
に
容
唆
す
る
が
如
き
言
 
 

辞
は
、
厳
に
慎
ま
れ
る
ぺ
善
で
あ
り
、
晴
れ
の
芸
能
の
場
と
な
れ
ば
尚
更
で
あ
 
 

ろ
う
。
こ
の
句
は
後
世
に
も
、
 
 

の
各
譜
本
に
探
ら
れ
て
お
り
、
 
 

F
朗
詠
要
抄
 
円
珠
本
』
 
 

「
朗
詠
九
十
首
抄
 
後
崇
光
院
本
』
 
 

『
朗
詠
九
十
首
抄
 
流
布
本
』
 
 

『
隈
明
文
庫
本
朗
詠
譜
』
 
 

一
般
に
 
「
禁
中
」
 
 

藤
家
 
 

源
家
 
 

源
家
 
 

漁
家
 
 （

別
事
善
人
 
九
二
番
）
 
 

三
四
番
）
 
 

（
禁
中
 
 

四
九
番
）
 
 

（
禁
中
 
 

（
禁
中
 
 

六
一
番
）
 
 

用
の
朗
詠
曲
と
さ
れ
て
い
る
 
 
 



青柳 －6  

泉 が 
右 【 、 

これらの 
中 

風 に 

は 
「 て 

」ハ 禁 
宴 寵 忌 
に 」 

三 の 
月 往 
五 を 

持 
必於還闇 兼之 つ 

も 
上 の 
天 地 は 
皇 也 な 
（ く 

本 
文 

、 

F 
之世徳 

朗 
詠 
要 
抄 

者此好化未  は  」  
、  

地
（
冷
泉
院
）
は
そ
の
両
者
を
兼
ね
る
と
言
う
ペ
く
、
ま
た
文
学
を
好
む
帝
の
 
 

治
世
は
徳
化
が
薄
く
な
り
が
ち
で
あ
る
が
、
此
の
君
（
村
上
帝
）
は
ま
た
両
者
 
 

を
兼
ね
て
い
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
当
代
の
帝
に
対
す
る
最
大
級
 
 

の
賛
辞
で
あ
り
、
禁
中
に
お
い
て
大
い
に
謳
歌
さ
れ
る
ぺ
善
も
の
と
思
わ
れ
る
 
 

の
で
あ
る
か
、
「
九
十
首
抄
j
の
注
は
こ
こ
に
次
の
よ
う
な
「
禁
忌
」
を
設
定
 
 

し
て
い
る
。
 
 
 

A
禁
中
（
内
裏
）
 
に
お
い
て
は
「
左
右
（
と
か
く
）
す
る
こ
と
能
わ
ず
」
、
 
 

す
な
わ
ち
詞
山
。
 
 
 

B
仙
洞
（
上
皇
御
所
）
に
お
い
て
は
「
治
世
に
お
い
て
は
詠
ず
ペ
し
」
、
す
 
 

な
わ
ち
在
位
中
の
天
皇
が
仙
洞
に
行
幸
し
た
場
合
に
は
可
舶
叩
。
ま
た
「
治
 
 

世
に
非
ぎ
れ
ば
掛
酌
あ
る
ぺ
し
」
、
す
な
わ
ち
退
位
し
た
上
皇
の
墳
合
に
 
 

は
葡
廊
を
要
す
。
 
 
 

C
春
宮
（
皇
太
子
勘
所
）
 
に
お
い
て
は
一
切
不
可
。
 
 
 

右
の
よ
う
な
制
約
か
生
じ
る
の
は
、
こ
の
句
の
前
半
部
か
、
嵯
峨
天
皇
の
創
 
 

建
（
弘
仁
年
間
、
八
一
〇
～
八
二
四
）
 
に
か
か
り
、
「
万
葉
之
仙
宮
、
首
尭
之
 
 

一
喝
也
」
 
（
『
本
朝
文
枠
」
巻
十
）
と
形
容
さ
れ
る
、
仙
洞
の
別
業
、
冷
泉
院
 
 

の
雅
趣
を
歌
い
あ
げ
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
通
常
の
 
「
布
政
之
磨
L
 
で
あ
る
内
 
 

裏
に
は
相
応
し
な
い
、
と
い
う
判
断
に
基
づ
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
例
 
 

え
風
雅
の
地
に
居
住
し
て
い
る
と
し
て
も
、
既
に
退
位
し
た
上
皇
の
場
合
に
は
、
 
 

「
我
君
」
の
称
は
不
適
当
で
あ
り
、
こ
れ
も
対
象
外
と
な
る
。
ま
し
て
皇
太
子
 
 

に
は
全
く
不
適
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
の
句
が
朗
詠
さ
れ
得
る
の
は
、
わ
ず
か
に
、
 
 

天
皇
が
風
雅
の
別
業
に
滞
在
す
る
と
い
う
墳
合
に
の
み
限
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
 
 

「
公
宴
」
の
部
門
に
尻
し
な
か
ら
、
な
お
か
つ
こ
の
よ
う
な
「
禁
忌
」
 
に
取
り
 
 

巻
か
れ
た
曲
か
存
在
す
る
こ
と
は
、
注
意
さ
れ
る
ペ
き
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

同
曲
は
、
『
朗
詠
要
抄
 
因
空
本
」
 
に
お
い
て
「
此
句
者
故
人
道
殿
琵
琶
ノ
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C
奇
犬
吠
花
声
涜
紅
桃
之
浦
驚
風
振
薫
香
分
紫
桂
之
耕
同
所
調
 
和
丘
 
 

香
 
木
朗
詠
下
（
三
八
番
）
 
（
大
系
本
 
仙
家
 
五
四
四
番
）
 
 

【
 
『
朗
詠
九
十
首
抄
 
流
布
本
」
 
に
も
同
文
の
注
記
あ
り
。
「
仙
家
」
五
 
 

一
～
五
三
番
に
同
じ
句
あ
り
。
次
い
で
五
四
番
に
d
「
四
九
三
十
六
ノ
 
 

天
 
丹
霞
ノ
洞
高
ヒ
ラ
ケ
 
八
九
七
十
二
ノ
宴
 
青
巌
ノ
石
ケ
ヅ
リ
ナ
 
 

セ
リ
」
 
（
新
撰
朗
詠
集
 
仙
家
 
五
〇
二
番
）
あ
り
。
都
良
香
の
作
】
 
 

の
よ
う
な
例
か
見
え
る
。
こ
れ
ら
の
句
は
全
て
、
貞
由
二
 
↓
年
（
八
六
九
）
 
に
 
 

文
章
得
業
生
都
良
香
（
三
十
」
ハ
歳
）
が
対
策
と
し
て
書
い
た
「
神
仙
策
」
 
の
一
 
 

節
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
の
注
記
は
、
仙
洞
勧
所
を
 
「
仙
家
」
と
見
立
て
、
こ
こ
 
 

以
外
で
の
朗
詠
を
禁
ず
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
「
院
中
之
外
」
 
 

が
指
し
て
い
る
の
は
、
他
の
場
所
で
は
な
く
明
ら
か
に
「
禁
中
」
で
あ
ろ
う
。
 
 

す
な
わ
ち
こ
こ
で
も
、
内
裏
に
お
け
る
朗
詠
の
適
・
不
適
と
い
う
問
題
が
強
く
 
 

琢
木
也
ト
オ
ホ
セ
ラ
レ
ケ
リ
。
秘
中
秘
也
」
 
（
二
〇
蕃
）
と
言
わ
れ
、
「
金
沢
 
 

文
庫
朗
詠
譜
二
 
（
1
）
 
』
垂
に
お
い
て
 
「
公
賓
 
六
句
秘
曲
」
 
（
一
番
）
と
さ
 
 

れ
る
よ
う
に
、
藤
原
師
長
二
 
〓
二
八
～
一
一
九
二
）
作
曲
の
 
「
六
句
ノ
朗
詠
」
 
 

の
楠
曲
と
し
て
重
視
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
（
封
）
、
そ
の
よ
う
な
音
楽
的
 
 

な
側
面
に
加
え
て
、
右
の
よ
う
な
条
件
が
付
加
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
 
 

こ
の
曲
の
特
殊
性
は
一
層
増
大
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

右
の
よ
う
な
制
約
を
持
つ
曲
目
は
、
他
に
も
い
く
つ
か
存
在
す
る
。
例
え
ば
 
 

同
じ
「
朗
詠
九
十
首
抄
 
後
崇
光
院
本
』
 
に
は
、
 
 

③
・
仙
家
昭
司
丑
州
錮
覇
可
成
且
 
 

a
三
壷
雲
浮
七
万
里
之
程
分
浪
 
 
 

ホ
丘
香
 
‡
朗
詠
下
存
之
（
三
」
ハ
番
）
 
 

b
槌
帰
旧
里
 
丁
令
威
之
詞
可
聴
 
 
 

雪
芸
二
三
七
番
）
 
（
大
系
本
 
 

五
城
零
時
十
二
様
之
構
挿
天
神
仙
冊
円
 
 

（
大
系
本
 
仙
家
 
五
四
三
番
）
 
 

龍
迎
新
儀
陶
安
公
之
駕
在
眼
神
仙
冊
洞
 
 

鶴
 
四
四
八
番
）
 
 

意
識
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

こ
う
し
た
、
「
仙
洞
」
と
「
禁
中
」
を
区
別
す
る
、
と
い
う
意
識
は
、
次
の
 
 

F
朗
詠
九
十
首
抄
 
流
布
本
h
 
（
一
四
四
八
年
）
 
の
一
例
に
も
顕
著
に
現
れ
て
 
 

い
る
。
 
 
 

④
・
禁
中
 
 

謬
仙
家
二
人
テ
一
半
日
ノ
寄
ク
リ
ト
イ
ヘ
ト
モ
・
恐
ハ
旧
里
二
帰
テ
鴇
こ
 
 

七
世
ノ
諌
こ
ア
ハ
ン
軋
注
 
 

（
四
七
番
）
 
（
大
系
本
 
仙
家
 
五
四
五
番
）
 
 
 

右
の
句
は
、
天
暦
三
年
（
九
四
九
）
 
三
月
十
一
日
、
二
条
院
（
隈
成
院
）
 
で
 
 

行
わ
れ
た
花
の
宴
に
お
い
て
、
隙
成
上
鼻
（
八
十
二
歳
）
 
の
求
め
に
応
じ
て
大
 
 

江
朝
綱
〓
ハ
十
四
歳
）
 
の
書
い
た
「
暮
春
同
賦
落
花
乱
舞
衣
各
分
一
字
、
広
大
 
 

上
皇
製
」
 
の
詩
序
の
一
節
で
あ
る
。
そ
の
全
文
は
F
本
朝
文
枠
」
巷
十
、
詩
序
 
 

三
、
兼
に
載
る
。
 
 
 

右
の
事
情
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
の
句
は
 
F
和
漢
朗
詠
集
」
 
の
部
門
 
 

の
通
り
、
「
仙
家
」
 
（
こ
の
場
合
は
隙
成
院
の
仙
洞
で
あ
る
二
条
院
を
指
す
）
 
 

の
内
容
を
持
つ
句
で
あ
り
、
「
禁
中
」
 
に
属
す
る
も
の
で
は
有
り
得
な
い
。
従
 
 

っ
て
右
の
よ
う
な
不
審
が
生
じ
る
の
も
当
然
で
あ
ろ
う
。
事
実
、
 
 

『
朗
詠
妻
抄
 
円
珠
本
山
 
 

藤
家
（
別
本
書
人
 
九
三
番
）
 
 

『
朗
詠
要
集
L
 
 

五
一
番
）
 
 

鹿
家
（
仙
家
 
 

三
二
番
）
 
 

『
朗
詠
九
十
肯
抄
 
後
崇
光
院
本
J
源
家
へ
葉
中
 
 

藤
家
（
禁
中
 
 

『
瞼
明
文
庫
本
朗
詠
譜
」
 
 

五
八
番
）
 
 

の
よ
う
に
、
藤
家
の
古
諸
本
で
は
、
F
朗
詠
要
抄
 
円
珠
本
」
が
巻
末
の
別
本
 
 

善
人
曲
（
増
補
曲
）
と
し
、
ま
た
F
朗
詠
要
集
」
が
、
「
仙
家
」
部
に
収
め
て
 
 

い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
よ
う
に
、
あ
る
朗
詠
曲
が
如
何
な
る
場
面
に
使
用
 
 

さ
れ
る
か
、
あ
る
い
は
使
用
さ
れ
な
い
か
、
と
い
う
「
禁
忌
」
 
に
関
わ
る
問
題
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も が は 
、 あ 、 

種 

の「 
ト  朗 

諸 
本 
」 
が 
各詠締ま 問 

ヲ 戴  題 
三四 れ 

る 

眈々 よ 

う 
の ． 斜々 な 

時 
う 代 

に 

ト 溝 
御之 

な 
っ 

水 て 
玉 も 

比 ヲ含 朗 
よ 

い び ム 
朗 

う  
四ノ  鰭  

詠 
乗  伝  

右
の
句
は
F
和
漢
朗
詠
集
』
巻
下
、
雪
部
（
大
系
本
四
〇
六
番
）
 
に
見
え
る
 
 

も
の
で
あ
る
。
 
 

漢
暗
避
秦
之
朝
 
望
擬
孤
峯
之
月
 
陶
朱
辞
題
之
暮
 
眼
混
五
胡
之
煙
視
 
 

‡
知
粗
■
 
以
言
 
 
 

こ
れ
は
大
江
以
言
（
九
九
五
～
一
〇
一
〇
）
 
の
書
い
た
「
視
雲
知
隠
賦
以
五
 
 

色
畢
下
知
者
■
人
為
彗
佑
次
用
之
。
三
重
八
十
字
以
上
成
■
」
 
の
一
節
で
あ
り
、
そ
の
全
文
は
 
 

F
本
朝
文
枠
』
巻
一
、
賦
、
幽
陽
に
載
る
。
 
 
 

右
の
句
は
、
雲
の
立
つ
の
を
望
見
し
て
、
そ
の
下
に
隠
れ
た
士
を
見
出
す
と
 
 

い
う
趣
旨
に
よ
る
も
の
で
、
秦
の
乱
を
遅
け
て
孤
峯
商
洛
山
に
隠
れ
た
漢
の
四
 
 

暗
、
お
よ
ぴ
、
越
王
勾
践
の
元
を
辞
し
て
呉
の
太
湖
 
（
五
湖
）
 
に
去
っ
た
阿
呆
 
 

（
両
島
）
 
の
故
事
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
 
 
 

こ
の
句
に
つ
い
て
、
『
九
十
首
抄
 
後
崇
光
院
本
』
は
「
不
可
詠
視
座
敷
」
 
 

と
注
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ど
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
確
か
 
 

に
、
「
野
に
遺
賢
あ
り
」
と
い
う
内
容
の
こ
の
句
が
、
祝
賀
の
場
に
最
も
適
し
 
 

た
朗
詠
で
あ
る
と
は
考
え
に
く
い
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
ほ
、
 
 
 

と
こ
そ
承
れ
」
の
発
言
は
、
本
来
、
心
あ
る
者
が
必
ず
気
付
か
な
け
れ
ば
な
ら
 
 

な
か
っ
た
筈
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
朗
詠
者
に
代
わ
っ
て
指
摘
し
た
邦
綱
の
 
 

判
断
が
い
か
に
当
を
得
た
も
の
で
あ
っ
た
か
が
知
ら
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

し
か
し
な
が
ら
、
朗
詠
に
お
け
る
「
禁
忌
」
は
必
ず
し
も
禁
真
に
対
し
て
の
 
 

み
存
し
た
も
の
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
日
常
の
場
面
に
お
い
て
も
、
朗
詠
に
つ
 
 

い
て
「
禁
忌
」
が
適
用
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
再
び
F
朗
詠
九
十
首
抄
 
後
崇
 
 

光
院
本
』
 
の
例
を
見
よ
う
。
 
 
 

⑦
・
隠
士
 
 

漢
唯
適
薬
之
朝
 
里
砺
孤
孝
之
月
 
 

‡
和
良
■
江
以
音
 
調
不
可
弼
州
仙
叫
威
刻
」
 
 

陶
朱
辞
題
之
碁
 
眠
混
五
湖
之
煙
趨
 
 

（
六
九
番
）
 
 



－p一 朗詠における禁忌  

祝
い
の
席
に
相
応
し
く
な
い
内
容
を
持
つ
朗
詠
曲
は
、
例
え
ば
「
無
常
」
や
 
 

「
仏
事
」
の
句
な
ど
を
始
め
と
し
て
、
他
に
も
数
多
く
存
在
す
る
筈
で
あ
る
。
 
 

し
か
る
に
何
故
こ
の
句
の
み
が
、
「
不
可
詠
」
と
い
っ
た
よ
う
な
強
い
「
禁
忌
」
 
 

を
指
摘
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
 
 
 

そ
の
理
由
の
第
一
は
、
他
の
「
禁
忌
」
の
場
合
と
同
様
に
、
詩
句
の
内
容
に
 
 

関
わ
る
も
の
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
句
は
「
博
士
」
の
題
を
有
す
る
が
、
 
 

以
盲
目
身
が
「
視
婁
知
揮
賦
」
の
中
に
、
 
 

別
知
執
司
野
鞘
淵
遥
凧
。
肥
遁
之
地
軸
菰
兵
、
占
候
之
家
自
灼
然
。
 
 

（
F
本
朝
文
枠
』
巻
一
）
 
 

と
記
す
如
く
、
帝
王
の
治
政
が
正
し
い
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
こ
か
ら
逃
れ
 
 

て
立
ち
退
く
「
隠
士
」
な
る
も
の
は
生
じ
る
こ
と
が
な
い
。
有
能
の
士
の
居
所
 
 

に
五
色
の
瑞
雲
が
立
ち
、
月
を
障
し
、
あ
る
い
は
湖
に
探
く
立
ち
込
め
る
と
い
 
 

う
現
象
も
、
吉
祥
で
あ
る
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
、
逆
に
そ
の
背
景
に
あ
る
王
 
 

の
暴
政
を
想
起
さ
せ
る
一
種
の
禍
々
し
さ
を
有
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
 
 

れ
は
、
祝
賀
の
概
念
と
は
明
ら
か
に
無
稼
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

次
い
で
、
も
う
一
つ
の
理
由
は
、
こ
の
 
「
雲
」
と
い
う
題
材
自
体
に
関
わ
る
 
 

も
の
で
あ
る
。
 
 
 

右
の
句
は
「
和
湊
朗
詠
集
」
 
の
「
婁
」
部
に
属
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
藤
 
 

原
邦
綱
が
「
禁
忌
」
と
断
じ
た
「
竹
斑
湘
浦
 
雲
凝
讃
衰
之
跡
」
と
同
じ
部
門
 
 

な
の
で
あ
る
。
ま
た
、
①
に
挙
げ
た
橘
直
幹
の
朗
詠
句
に
は
、
宮
中
の
形
容
と
 
 

し
て
「
踏
蓬
兼
之
雲
」
と
い
う
句
が
存
し
、
③
に
も
「
三
重
の
雲
」
な
る
表
現
 
 

が
見
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
禁
中
に
お
け
る
「
禁
忌
」
の
朗
詠
句
の
中
に
、
 
 

時
折
見
え
る
「
雲
」
と
い
う
も
の
は
、
単
な
る
偶
然
の
存
在
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
 
 
 

無
論
、
r
和
濃
朗
詠
集
」
 
に
六
十
六
例
、
『
新
挟
朗
詠
集
』
 
に
も
六
十
四
例
 
 

も
の
「
雲
」
の
語
が
見
え
る
（
空
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
こ
れ
を
偶
然
の
一
致
と
見
 
 

な
す
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
な
お
、
こ
の
題
材
に
は
、
あ
る
特
定
の
 
 

意
味
が
生
じ
る
場
合
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
確
認
 
 

し
て
お
き
た
い
。
 
 
 

朗
詠
に
「
禁
忌
」
が
生
じ
た
如
く
、
平
安
朝
朔
に
は
、
詩
歌
の
制
作
に
当
た
 
 

っ
て
も
、
心
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
 
「
禁
忌
」
が
存
在
し
て
い
た
。
詩
文
の
方
 
 

面
に
は
、
例
え
ば
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
 
 

（
1
）
 
「
江
談
抄
』
巻
四
、
詩
事
 
 

人
梱
一
棟
秋
村
僻
 
旗
叫
三
声
暁
峡
淀
秋
山
関
空
 
拒
絶
首
 
 

刃
倒
淵
叫
代
惑
罰
叫
不
佃
。
 
 

（
2
）
 
「
朗
詠
江
住
』
 
（
大
系
本
 
猿
 
四
五
八
番
、
垂
）
 
 

人
煙
一
棟
秋
村
僻
 
旗
叫
三
声
暁
峡
探
秋
山
甜
古
事
．
組
 
 

刃
感
近
代
惑
溺
伺
。
 
 

（
3
）
 
F
袋
草
子
』
故
人
和
歌
難
（
二
二
七
則
、
（
ぷ
）
 
 

「
寄
燈
」
相
似
「
騒
動
」
 
二
字
之
声
、
偶
禁
之
。
「
雲
収
天
末
」
 
r
文
き
 
 

月
賦
相
似
「
天
罰
」
 
二
手
之
声
。
仇
忌
之
云
々
。
「
語
感
礼
」
 
「
山
面
」
に
是
 
 

又
不
作
之
と
王
事
、
昔
骨
作
之
。
近
代
忌
之
。
司
【
見
過
代
惑
』
．
 
 
 

利
伸
〕
苛
。
「
風
起
干
青
責
之
末
」
 
r
文
運
】
凰
†
相
似
「
清
貧
」
二
手
之
 
 

声
、
仇
忌
之
。
「
虎
噴
風
起
」
孝
経
、
風
お
こ
る
と
は
不
読
。
風
は
声
に
 
 

可
読
云
々
。
 
 
 

こ
こ
に
見
え
る
様
々
な
語
句
の
制
約
は
、
い
ず
れ
も
作
詩
の
上
の
心
得
事
と
 
 

し
て
知
ら
れ
て
い
た
事
柄
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
当
座
新
作
の
詩
文
に
あ
っ
て
も
、
 
 

披
講
を
前
提
と
す
る
以
上
、
そ
の
聴
覚
印
象
に
は
留
意
せ
ぎ
る
を
得
な
い
。
従
 
 

っ
て
、
詩
の
言
葉
と
し
て
は
穏
当
を
欠
く
藷
（
「
騒
動
」
 
「
天
罰
」
 
「
清
貧
」
 
 

「
寒
冷
」
等
）
と
の
同
音
の
語
を
避
け
る
と
い
う
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
 
 

た
、
特
に
注
目
す
べ
き
は
、
（
1
）
～
（
3
）
 
に
共
に
見
え
る
、
妃
長
谷
雄
の
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句
に
閲
す
る
も
の
で
、
こ
こ
で
は
『
和
漢
朗
詠
集
』
 
に
も
採
ら
れ
た
「
人
煙
」
 
 

（
民
家
か
ら
一
筋
立
ち
昇
る
煙
）
 
の
語
が
「
近
代
忌
み
て
作
ら
ず
」
と
さ
れ
て
 
 

い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
語
が
人
を
焼
く
煙
と
誤
解
さ
れ
る
故
に
、
「
禁
忌
」
と
 
 

し
て
こ
れ
を
排
除
す
る
習
慣
が
確
立
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

次
い
で
、
和
歌
の
方
面
に
目
を
転
じ
る
と
、
こ
こ
に
も
「
禁
忌
」
 
の
概
念
が
 
 

存
在
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
 
 

（
4
）
 
「
俊
頼
髄
脳
』
（
空
 
 

白
重
の
お
り
ゐ
る
山
と
見
え
つ
る
は
た
か
ね
の
花
や
ち
り
ま
が
ふ
ら
む
 
 

是
は
忠
孝
に
春
の
歌
た
て
ま
つ
れ
と
宣
旨
有
り
け
る
に
つ
か
う
ま
つ
れ
る
 
 

歌
な
り
。
窮
恒
是
を
き
～
て
、
「
府
生
お
ほ
菖
に
あ
や
ま
れ
り
。
如
何
で
 
 

か
宣
旨
に
よ
り
て
奏
す
る
歌
は
『
雲
居
も
お
り
ゐ
』
な
ど
は
よ
ま
む
。
瑚
 
 

（ 
5 

判句1 

事 
く 
も 

お 

る 

と 

ひ 
て 

末 
… に 

ち 

ね り 

ま 
が 

や ふ 
と 

さ りゐい、書けり。や  うのあやまつぺきものにあらず。是はしかるペき事なり」…  又郁芳門院の潮時に、根合といへる事ありしに、周防の内侍と  いひし歌よみ、「わが下もえの煙なるらむ」とよめりしを、よ  き歌などに世に申し～を、八動＝利明署馴山叫  はよ善事にはあらずと申し～かば…。 ） F袋草子』故人和歌灘（二二八別）  忠峯依宣旨献歌云。   白雲のおりゐる山と見えつるはたかの花ちりまがふらん  窮垣云。府生大浜欺。帝王に秦故に、「雲下居」とは争詠哉。  帯地葛覇剰d．朝叫萄倒ヰ謝肌〕司卵  司刀可有功習mコ司劉。1彗1萄扇覇  尤可葡萄耶剋観。但、『拾遺抄』云。康保三年二月廿一日、梅下   
刺
山
q
萄
叩
頭
の
 
 

示 
」  

右 

ニ御 
椅 
子 

・ 立 
て 
有 
御 

的 室 
」 時 

、 

源 
者 但 広 

」  
朝 
臣 
歌 
云、  

と ま 

」 

」 

信  
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婁
、
極
北
際
限
と
し
て
の
雲
は
よ
り
純
化
さ
れ
て
肥
大
す
る
思
い
の
た
け
 
 

が
付
託
投
影
さ
れ
、
空
に
満
ち
和
た
る
恋
の
思
念
の
鬱
蒼
と
し
た
可
視
的
 
 

な
か
た
ち
、
適
わ
ぬ
恋
の
対
象
と
し
て
の
異
性
の
面
影
を
も
宿
し
た
（
万
 
 

葉
以
来
の
発
想
）
。
 
 

と
い
っ
た
様
々
な
意
味
内
容
を
持
つ
の
が
 
「
雲
」
 
で
あ
り
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
 
 

顕
在
た
る
と
潜
在
た
る
と
を
問
わ
ず
、
常
に
意
識
さ
れ
て
い
た
も
の
と
想
像
さ
 
 

れ
る
。
な
れ
ば
こ
そ
F
源
氏
物
語
L
t
讐
に
お
い
て
も
、
奏
上
を
悼
む
源
氏
が
、
 
 

雨
と
な
り
雪
と
や
な
り
に
け
む
、
今
は
知
ら
ず
（
劉
夢
待
外
集
）
 
 

と
朗
詠
し
、
か
つ
、
 
 

見
し
人
の
雨
と
な
り
に
し
覇
倒
さ
へ
い
と
ど
時
雨
に
か
き
く
ら
す
こ
ろ
 
 

と
詠
ん
だ
の
で
あ
り
（
葵
巻
）
、
ま
た
源
氏
白
身
の
死
も
、
「
雲
隠
」
 
の
諸
に
 
 

よ
っ
て
表
さ
れ
る
の
で
あ
る
っ
 
そ
し
て
、
そ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ
の
付
卓
ま
と
う
 
 

「
雲
」
 
の
朗
詠
が
全
く
無
条
件
に
行
わ
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
 
 
 

例
え
ば
、
冒
頭
に
挙
げ
た
「
竹
斑
湘
浦
」
 
の
朗
詠
は
、
確
か
に
后
に
よ
る
帝
 
 

追
悼
と
い
う
不
吉
な
要
素
を
ま
ず
持
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
后
が
暦
を
鼓
し
た
 
 

跡
に
む
ら
が
り
立
つ
婁
に
も
、
そ
う
し
た
死
の
イ
メ
ー
ジ
が
何
程
か
投
影
さ
れ
 
 

て
い
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
⑦
に
言
う
「
隠
士
」
た
ち
の
障
れ
住
む
所
に
 
 

立
ち
の
ば
る
要
は
、
や
は
り
あ
る
種
の
禍
々
し
さ
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
は
し
な
い
 
 

で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
 
「
蓬
兼
の
雲
」
と
い
わ
れ
る
帝
と
宮
中
の
世
界
は
、
臣
 
 

下
が
軽
々
し
く
云
々
す
べ
善
も
の
で
は
な
い
、
日
常
と
は
切
り
離
さ
れ
た
別
世
 
 

界
と
し
て
意
識
さ
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
の
よ
う
に
、
「
雲
L
と
い
う
 
 

存
在
や
言
葉
に
は
、
人
知
を
超
え
た
下
種
の
霊
物
と
し
て
の
要
素
が
 
「
抜
き
が
 
 

た
く
」
存
在
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

右
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
な
ら
ば
、
更
に
次
の
よ
う
な
こ
と
 
 

も
想
像
さ
れ
て
く
る
。
 
 
 

「
和
漢
朗
詠
集
』
の
 
「
雲
」
部
に
属
す
る
の
は
、
次
の
七
首
（
詩
句
六
昔
と
 
 

和
歌
一
首
、
大
系
本
四
〇
三
～
四
〇
九
蕃
）
 
で
あ
る
。
 
 
 

a
竹
斑
湘
浦
 
雲
凝
鼓
蘇
之
跡
 
鳳
去
秦
去
 
月
老
吹
帯
之
地
蕎
薫
 
 
 

b
山
遺
書
埋
行
者
跡
 
栓
塞
風
破
旅
人
夢
 
 
 

C
尽
日
望
重
心
不
繋
 
有
時
見
月
夜
正
関
山
栖
 
元
 
 
 

d
湊
暗
避
秦
之
朝
 
望
疑
孤
峯
之
月
 
陶
朱
幹
越
之
暮
 
眠
温
五
湖
之
煙
損
 
 

事
知
臨
■
 
以
青
 
 
 

e
暫
借
崎
幅
非
戴
石
 
室
倫
峻
瞼
豊
生
松
在
中
 
 
 

f
藻
帝
龍
顔
迷
虎
所
 
准
王
難
砲
失
常
連
以
曹
 
 
 

g
よ
そ
に
の
み
見
て
や
や
み
な
む
葛
城
の
た
か
ま
の
山
の
峯
の
自
書
 
 
 

こ
の
う
ち
、
a
と
d
の
句
に
「
禁
忌
」
 
の
あ
る
こ
と
は
既
に
触
れ
た
が
、
こ
 
 

こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
b
の
朗
詠
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
句
の
出
典
及
び
作
者
は
古
来
不
明
と
さ
れ
る
。
「
延
慶
事
和
漢
朗
詠
集
」
 
 

（
岩
瀬
文
庫
蔵
）
等
は
こ
れ
に
「
芳
名
」
と
注
し
、
紀
斉
名
（
九
五
九
～
九
九
 
 

九
）
 
の
作
と
し
て
い
る
が
、
配
列
上
の
間
題
（
唐
人
1
本
朝
作
者
の
原
則
）
か
 
 

ら
、
現
在
で
は
こ
れ
は
否
定
さ
れ
て
い
る
垂
。
 
 
 

こ
の
句
は
r
朗
詠
九
十
首
抄
 
後
崇
光
院
本
－
及
び
「
朗
詠
九
十
昔
抄
 
流
 
 

布
本
』
 
に
採
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
採
ら
れ
方
は
極
め
て
特
殊
な
も
の
 
 

で
あ
る
。
ま
ず
、
前
者
に
お
い
て
同
句
は
、
朗
詠
本
文
が
一
応
終
了
し
て
、
応
 
 

安
四
年
（
一
三
七
一
）
 
二
月
九
日
書
写
の
奥
書
が
付
さ
れ
た
後
に
、
朗
詠
本
文
 
 

よ
り
も
小
さ
く
、
奥
書
と
同
じ
大
き
さ
で
、
 
 

山
遠
要
理
行
客
跡
 
松
寒
風
破
旅
人
夢
斉
名
 
此
本
納
＿
上
在
‡
軒
（
一
一
四
番
）
 
 

の
よ
う
に
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
 
 
 

ま
た
「
朗
詠
九
十
首
抄
 
流
布
本
」
 
で
は
、
巻
末
に
、
 
 

司
朝
喝
圃
雨
間
困
惑
幽
魂
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鳳
凰
鴛
鷲
ハ
・
自
和
鴫
ノ
声
ヲ
ソ
ヘ
二
型
花
啄
木
ハ
・
暗
二
輪
瀧
ノ
ヒ
ゝ
 
 

キ
ヲ
送
（
一
二
五
番
）
 
 

山
遠
シ
テ
ハ
・
婁
行
客
ノ
跡
ヲ
ウ
ツ
ム
・
松
葉
シ
テ
ハ
・
風
旅
人
ノ
夢
ヲ
 
 

ヤ
フ
ル
 
（
一
t
〓
ハ
番
）
 
 

と
し
て
、
「
朗
詠
集
」
に
は
載
ら
な
い
曲
で
、
や
は
り
同
じ
く
出
典
の
分
明
で
 
 

な
い
「
鳳
凰
鴛
尭
」
と
共
に
置
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
「
山
遠
」
に
は
曲
譜
 
 

な
し
）
。
 
 
 

同
句
は
雪
が
旅
人
の
行
く
跡
を
隠
し
、
松
吹
く
風
が
旅
人
の
夢
を
覚
ま
す
と
 
 

い
う
意
で
あ
り
、
内
容
は
極
め
て
明
解
で
あ
る
。
F
平
家
物
括
』
竜
三
、
有
主
 
 

に
は
、
旧
主
俊
寛
を
求
め
て
、
鬼
界
ケ
島
に
渡
っ
た
有
王
の
描
写
と
し
て
、
 
 

峯
に
よ
ぢ
、
谷
に
下
れ
共
、
白
雲
跡
を
埋
で
、
ゆ
重
来
の
退
も
さ
だ
か
な
 
 

ら
ず
。
青
嵐
夢
を
扱
て
、
そ
の
面
影
も
見
え
ざ
り
け
り
。
 
 

と
い
う
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
が
周
知
の
句
で
も
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
 
 

か
る
に
、
何
故
こ
の
句
が
、
「
不
載
源
藤
両
家
譜
朗
詠
」
と
い
っ
た
よ
う
な
特
 
 

異
な
扱
い
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
 
 
 

無
論
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
こ
の
句
の
典
拠
が
定
か
で
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
 
 

れ
る
。
し
か
し
、
作
者
不
明
、
典
拠
不
明
の
朗
詠
曲
は
、
前
稿
に
も
述
べ
た
如
 
 

く
か
な
り
の
数
に
の
ほ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
影
響
の
み
に
よ
っ
て
こ
の
よ
う
 
 

に
分
け
隔
て
ら
れ
た
と
は
必
ず
し
も
言
い
切
れ
な
い
面
が
あ
る
。
ま
た
、
r
後
 
 

崇
光
院
本
」
が
「
斉
名
」
と
作
者
名
を
明
記
す
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
そ
れ
が
 
 

唯
一
の
理
由
に
当
た
る
も
の
で
な
い
こ
と
ば
明
白
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

こ
の
と
き
、
こ
の
句
が
 
「
雲
」
部
に
属
し
て
い
る
、
と
い
う
現
象
は
、
こ
の
 
 

事
柄
を
説
明
す
る
一
つ
の
手
掛
か
り
と
な
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
自
責
 
 

が
旅
人
を
立
ち
隠
す
、
と
い
う
造
型
は
、
旅
の
一
つ
の
点
景
と
し
て
、
造
々
と
 
 

し
た
遠
い
山
道
の
さ
ま
を
思
い
描
か
し
め
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
が
、
他
方
、
 
 

「
雲
」
の
持
つ
負
の
イ
メ
ー
ジ
が
喚
起
さ
れ
る
と
き
、
こ
の
旬
は
忽
ち
「
死
」
 
 

と
結
び
つ
い
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。
雲
の
果
て
に
隠
さ
れ
る
旅
人
は
永
遠
に
帰
 
 

る
こ
と
が
な
く
、
松
風
が
寒
々
し
く
吹
き
抜
け
る
。
そ
の
よ
う
に
解
す
る
と
、
 
 

こ
の
句
は
、
滅
多
な
所
で
口
に
し
得
る
も
の
で
は
な
く
な
る
。
旅
の
風
情
を
語
 
 

る
の
に
最
も
好
適
と
思
え
る
こ
の
曲
が
、
源
・
藤
両
家
の
朗
詠
諸
に
採
ら
れ
な
 
 

か
っ
た
一
つ
の
理
由
が
、
す
な
わ
ち
こ
こ
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
 
 

る
の
で
あ
る
。
 
 
 

以
上
の
如
く
、
朗
詠
に
お
け
る
「
禁
忌
」
は
、
朗
詠
の
伝
承
者
遠
に
よ
っ
て
 
 

常
に
天
皇
や
宮
中
を
意
識
し
て
、
禁
中
に
対
す
る
不
吉
・
不
詳
の
言
辞
を
避
け
 
 

る
と
い
う
方
向
で
、
実
際
た
し
か
に
設
定
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
 
「
禁
忌
」
 
の
内
 
 

容
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
場
所
・
場
面
の
適
不
適
や
、
吉
凶
な
ど
の
条
件
が
勘
 
 

菓
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
加
え
て
、
更
に
、
「
霊
」
と
い
 
 

う
素
材
の
持
つ
多
面
的
な
語
義
と
イ
メ
ー
ジ
が
絡
ん
で
い
る
可
能
性
の
あ
る
こ
 
 

と
が
指
摘
さ
れ
て
く
る
。
冒
頭
に
掲
げ
た
藤
原
邦
綱
の
「
禁
忌
」
の
発
言
は
、
 
 

「
死
」
と
い
う
不
祥
の
事
柄
と
、
「
雲
」
 
の
持
つ
不
吉
の
イ
メ
ー
ジ
と
の
二
つ
 
 

の
面
を
あ
わ
せ
持
つ
こ
と
に
お
い
て
、
ま
さ
し
く
典
型
的
な
「
朗
詠
に
お
け
る
 
 

禁
忌
」
 
の
山
例
と
し
て
、
特
記
さ
れ
る
ペ
き
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
 
 

［
注
］
 
 

（
1
）
 
読
み
本
系
、
語
り
本
系
と
も
こ
の
記
事
を
持
つ
。
但
し
語
り
本
系
の
う
 
 

ち
一
方
系
の
嵯
峨
本
・
下
村
時
房
刊
本
・
流
布
本
・
平
家
正
節
に
は
こ
れ
 
 

が
な
く
、
ま
た
京
都
府
立
資
料
館
本
・
東
京
教
育
大
草
本
・
静
嘉
豊
文
庫
 
 

本
等
で
は
巻
六
の
末
に
「
あ
る
本
に
国
綱
事
あ
り
。
忽
一
挨
校
語
之
、
卜
 
 
 

一
棟
校
不
語
…
…
」
と
記
し
て
こ
れ
を
別
掲
し
て
い
る
。
ま
た
、
増
補
本
 
 

系
で
は
、
延
慶
本
が
こ
の
記
事
を
欠
喜
、
長
門
本
は
こ
れ
を
巷
一
の
末
に
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置
い
て
い
る
。
 
 

（
2
）
 
「
公
卿
補
任
」
仁
安
元
年
条
尻
付
 
 

（
3
）
 
r
吉
記
」
治
承
四
年
十
一
月
集
。
増
補
史
料
大
成
に
よ
る
。
 
 

（
4
）
但
し
公
卿
・
雲
客
の
列
席
は
ご
く
限
ら
れ
て
お
り
、
新
嘗
会
⊥
十
九
日
）
 
 
 

は
京
都
で
行
わ
れ
る
な
ど
、
極
め
て
変
則
の
形
態
を
と
る
も
の
で
あ
っ
た
。
 
 

（
5
）
殿
上
淵
酔
は
正
月
二
・
三
日
、
お
よ
び
五
節
卯
・
真
の
日
に
清
涼
廠
廠
 
 
 

上
の
間
で
行
わ
れ
る
婁
で
あ
り
、
蔵
人
頭
以
下
の
音
楽
に
堪
能
な
殿
上
人
 
 
 

ら
が
諸
芸
を
披
露
す
る
催
し
で
あ
る
。
「
蓬
莱
抄
一
に
「
献
朗
詠
∴
雑
芸
 
 
 

等
、
鞘
同
地
叫
」
 
（
二
日
殿
上
淵
酔
）
と
あ
る
如
く
、
平
安
朝
期
に
は
曲
目
 
 
 

等
が
固
定
さ
れ
ず
、
随
意
の
曲
が
選
ば
れ
た
。
「
伊
通
朝
臣
朗
詠
出
「
延
 
 
 

鷹
廷
‡
且
子
多
空
、
万
人
感
歎
」
 
（
 
『
殿
上
燕
酔
部
類
」
所
引
F
糸
人
記
』
元
 
 
 

永
元
年
一
月
三
日
条
）
、
「
「
太
公
望
が
周
文
に
あ
へ
る
』
と
出
だ
し
給
 
 
 

へ
り
け
る
こ
そ
、
御
声
も
う
つ
く
し
う
」
 
（
「
今
鏡
』
藤
波
の
下
、
保
延
 
 
 

四
年
十
一
月
）
な
ど
は
そ
の
例
。
 
 

（
6
）
 
「
和
漢
朗
詠
集
」
世
尊
寺
行
声
本
二
一
条
島
民
本
∴
看
頑
丈
庫
蔵
延
鹿
 
 
 

本
・
古
梓
重
文
庫
嘉
暦
本
及
び
「
和
漢
朗
詠
集
私
往
』
以
下
の
諸
往
。
 
 

（
7
）
 
「
平
家
』
諸
本
中
で
も
、
「
構
相
公
」
 
の
名
が
見
え
る
の
は
、
平
松
家
 
 
 

本
・
鎌
倉
本
及
び
育
二
十
句
本
系
・
覚
l
本
系
等
に
限
ら
れ
る
。
 
 

（
8
）
 
「
尭
之
二
女
、
舜
之
二
妃
、
日
湘
夫
人
。
顛
崩
、
二
妃
以
沸
拝
竹
。
竹
 
 
 

尽
斑
」
 
（
史
神
）
 
 

（
g
）
 
「
青
史
者
、
秦
穆
公
時
人
也
。
善
吹
斎
。
能
致
孔
雀
・
白
鶴
於
庭
。
棲
 
 
 

公
有
女
。
字
弄
玉
、
好
之
。
公
達
以
女
妻
焉
。
日
教
弄
玉
作
凰
鴫
。
居
数
 
 
 

年
吹
仙
風
声
。
鳳
凰
来
止
井
崖
。
公
為
作
鳳
凰
台
、
夫
婦
止
其
上
、
不
下
 
 
 

数
年
。
一
日
皆
随
鳳
凰
飛
去
。
故
素
人
為
作
風
女
帝
於
薙
宮
中
、
時
有
篇
 
 
 

声
而
巳
」
 
（
F
列
仙
伝
』
巻
上
）
 
 

く
「
禁
忌
」
 
の
語
を
用
い
る
。
 
 

（
1
2
）
 
具
文
柄
氏
F
国
書
泉
影
』
 
（
一
九
六
二
年
）
 
に
よ
る
。
 
 

（
1
3
）
 
新
日
本
古
典
文
学
大
系
本
に
よ
る
。
 
 

（
1
4
）
 
r
江
談
誼
注
」
 
（
勉
強
杜
）
 
に
よ
る
。
 
 

（
1
5
）
 
『
十
訓
抄
全
注
釈
』
 
（
新
典
杜
）
 
に
よ
る
。
 
 

（
1
6
）
こ
の
逸
話
は
F
古
今
著
聞
集
』
巷
四
、
F
直
幹
申
文
絵
詞
」
 
（
出
光
美
 
 

術
館
）
 
の
第
二
段
に
も
見
え
る
。
 
 

（
1
7
）
但
し
、
こ
の
申
文
か
ら
は
他
に
も
『
和
漢
朗
詠
集
」
に
一
句
が
採
ら
れ
 
 
 

て
い
る
。
「
瓢
箪
廣
空
 
草
滋
顔
淵
之
巷
 
藍
藻
深
鎖
 
雨
湿
原
憲
之
枢
」
 
 

（
大
系
本
 
草
 
四
三
七
番
）
 
 

（
柑
）
村
田
正
志
氏
「
後
崇
光
院
御
筆
九
十
首
抄
模
本
の
出
現
」
（
 
F
国
士
館
 
 
 

大
学
文
学
部
人
文
学
会
紀
要
』
第
一
八
号
、
一
九
八
六
・
一
）
 
に
よ
る
。
 
 
 

但
し
、
判
読
不
能
の
箇
所
は
、
近
藤
青
侍
氏
「
朗
詠
九
十
首
抄
成
長
の
一
 
 
 

過
程
－
旗
崇
光
院
本
竹
田
本
の
相
介
－
」
 
（
『
国
語
と
国
文
学
』
第
二
五
 
 
 

巷
七
号
、
一
九
四
八
・
七
）
所
載
の
翻
刻
に
よ
っ
て
補
う
。
 
 

（
1
g
）
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
朗
詠
略
譜
 
九
十
首
抄
』
 
（
ハ
ー
六
〇
－
 
 

ロ
四
）
 
に
よ
る
。
 
 

（
2
0
）
 
『
金
沢
文
庫
資
料
全
書
 
第
七
巻
 
歌
謡
・
声
明
篇
」
 
（
便
利
堂
、
一
 
 
 

九
八
四
年
）
 
に
よ
る
。
 
 

（
2
1
）
拙
稿
「
F
朗
詠
要
抄
 
関
空
本
』
考
」
 
（
「
日
本
語
と
日
本
文
学
」
第
 
 
 

十
九
号
、
一
九
九
三
・
一
〇
）
参
照
。
 
 
 

（
1
0
）
拙
稿
「
平
安
朝
の
朗
詠
着
船
覧
」
（
 
F
研
究
と
資
料
」
第
二
三
輯
、
一
 
 
 

九
九
〇
・
七
）
参
照
。
 
 

（
‖
）
 
「
是
承
禁
忌
」
 
（
四
部
合
戦
本
）
 
「
是
禁
忌
承
」
 
（
平
松
家
本
）
 
「
是
 
 

ハ
禁
忌
ト
コ
ソ
承
レ
」
 
（
屋
代
本
・
南
都
本
同
文
）
の
如
く
、
 
 

諸
本
等
し
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（
2
2
）
 
『
陽
明
文
庫
国
書
蔚
 
古
楽
古
歌
謡
集
』
 
（
思
文
聞
出
版
、
一
九
七
八
 
 

年
）
 
に
よ
る
。
 
 

（
2
3
）
 
『
和
漢
朗
詠
集
漢
字
索
引
』
 
『
新
扶
朗
詠
集
漢
字
索
引
』
 
（
勉
誠
杜
、
 
 

宵
山
日
出
夫
氏
揃
）
 
に
よ
る
。
 
 

（
2
4
）
 
『
国
立
国
会
図
書
館
蔵
和
漢
朗
詠
集
 
内
閣
文
庫
蔵
和
漢
明
詠
隻
私
珪
 
 

藻
字
総
索
引
』
 
（
新
典
杜
）
 
に
よ
る
。
 
 

（
2
5
）
 
F
袋
草
子
注
釈
」
 
（
塙
書
房
）
 
に
よ
る
。
 
 

（
2
6
）
 
『
日
本
歌
学
大
系
」
第
一
巻
（
風
間
書
房
）
 
に
よ
る
。
 
 

（
2
7
）
渡
辺
秀
夫
氏
「
古
今
集
時
代
に
お
け
る
自
居
易
」
 
（
『
白
居
易
研
究
講
 
 

座
 
第
三
巻
 
日
本
に
お
け
る
受
容
（
韻
文
篇
）
』
触
誠
社
、
一
九
九
三
 
 

年
）
 
 

（
鯛
）
 
新
潮
日
本
古
典
集
成
に
よ
る
。
 
 

（
朗
）
柿
村
重
松
氏
『
和
漢
朗
詠
集
考
琵
』
 
（
目
黒
書
店
、
一
九
二
六
年
）
以
 
 

下
の
各
注
釈
は
い
ず
れ
も
作
者
不
明
と
す
る
。
 
 

【
追
捕
】
 
 

前
稿
三
十
二
貢
で
「
典
拠
不
明
」
と
し
た
『
小
島
着
席
本
朗
詠
要
抄
』
の
 
「
万
 
 

徳
荘
鹿
ノ
化
主
、
青
天
ニ
ア
ラ
ハ
レ
テ
ヤ
ウ
ヤ
ク
ニ
チ
カ
ツ
ク
、
九
品
蓮
董
ノ
 
 

聖
衆
、
雲
二
乗
シ
テ
ナ
～
メ
ニ
ク
タ
ル
」
 
（
三
月
三
日
）
 
の
表
現
は
、
『
宝
物
 
 

集
』
巻
七
の
行
文
中
に
「
つ
ゐ
に
万
徳
荘
厳
の
教
主
、
西
方
に
あ
ら
は
れ
、
や
 
 

う
や
く
ち
か
づ
く
九
品
蓮
台
の
聖
衆
、
紫
雲
に
乗
じ
て
な
ゝ
め
に
下
し
、
光
明
 
 

訪
英
と
し
て
十
方
界
を
て
ら
し
、
異
香
芽
郁
と
し
て
草
木
み
な
栴
檀
に
お
な
じ
。
 
 

観
音
、
金
蓮
台
を
か
た
ぶ
け
、
勢
至
、
手
を
さ
づ
け
て
引
摂
し
給
ふ
」
と
し
て
 
 

見
え
る
。
こ
甲
部
分
の
前
後
は
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
の
脚
注
に
指
摘
さ
れ
 
 

る
如
く
、
『
往
生
要
集
」
大
文
二
 
（
欣
求
浄
土
）
が
踏
ま
え
ら
れ
て
い
る
が
、
 
 

『
往
生
要
集
』
 
の
本
文
に
は
、
こ
の
部
分
に
直
接
対
応
す
る
表
現
は
な
い
。
 
 
 

成
稿
に
あ
た
り
、
貴
重
な
資
料
の
引
用
を
お
許
し
い
た
だ
い
た
、
京
都
大
学
 
 

付
属
図
書
館
の
御
高
配
に
深
謝
申
し
上
げ
る
（
翻
刻
許
可
番
号
「
京
大
国
情
サ
 
 

雑
第
2
7
号
」
）
。
な
お
、
本
稿
は
平
成
二
～
五
年
成
文
部
省
科
学
研
究
費
堤
励
 
 

研
究
（
A
）
 
「
日
本
朗
詠
史
研
究
」
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
 
 

（
東
京
成
徳
短
期
大
学
助
教
授
）
 
 
 


